
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 小林太郎鉄工所
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更新日： 2023年2月10日

2022 年

（対象期間： 2022 2022～年1月1日 年12月31日）

環境経営レポート

1 / 15



目　　　　次

13

14･15

Ⅳ　事業・製品の紹介

Ⅴ　環境経営組織図及び役割・責任・権限表

Ⅵ　主な環境負荷の実績

3

4

5

6

項　　　　目 ページ

Ⅰ　環境経営方針

Ⅱ　組織の概要

Ⅹ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無

Ⅻ　緊急事態対応の試行・訓練

Ⅲ　認証・登録の対象組織・活動 4

Ⅺ　外部からの環境上の苦情・要請等 11

XIII　代表者による全体の評価と見直し・指示

ⅩⅣ　これまでの環境活動の紹介

Ⅸ　次年度（2023年度）の取組内容

7

7

8～11

11

12

Ⅶ　環境経営目標及びその実績

Ⅷ　環境経営計画の取組結果とその評価

11

2 / 15



1 ． 企業活動が環境に与える影響を把握し、環境保全活動の継続的な質の向上に努めます。

2 ． 環境関連の法律･規制などを守り、さらに自主的な行動を持って、一層の環境保全に努めます。

3 ． 省資源･省エネルギー、リサイクル、廃棄物の削減に積極的に取り組みます。

4 ． 環境保全に関する諸活動への参加を通して、社会に貢献します。 

5 ． 社内広報活動などにより、環境保全に対する社員一人ひとりの意識向上を図ります。 

6 ． 県・市・町における環境活動・セミナー等に参加します。

2019年（Ｈ31）3月7日
2003年（Ｈ15）3月4日

小林 輝與彦

　株式会社 小林太郎鉄工所は、金属加工の精密板金加工業を通して、地球温暖化問題や地域の環境活動に
自主的・積極的に取り組み、限りある資源と地球環境を大切にします。
社員一丸と成って環境活動に取り組み、安全安心で、効率よく、無駄のない、付加価値のある豊かな社会の
実現を目指します。

改定日：

代表取締役社長

Ⅰ　環境経営方針

制定日：

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞
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　Ⅱ　組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社 小林太郎鉄工所
代表取締役社長　小林 輝與彦

（２） 所在地
石川県河北郡津幡町太田ア3番2号

（３） 創　業：1948年9月

（４） 資本金：2,000万円

（５） 環境管理責任者氏名及び環境事務局
環境管理責任者 専務取締役 大多 宏和 TEL：076－289－5550
環境事務局 総務課 小林 とも子 TEL：076－289－5550

（６） 事業内容
薄板精密板金加工の製造
（情報端末機器、半導体製造装置、光学機器、医療機器、その他）

（７） 事業の規模

売上高 万円 （1月～12月実績）
従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（８） 事業年度
エコアクション21事業年度（対象期間）：2022年1月1日～2022年12月31日
（会社決算期　　　　　　　　　　　　 ：2022年4月1日～2023年3月31日）

　Ⅲ　認証・登録の対象組織・活動

登録組織名　　　　　　： 株式会社 小林太郎鉄工所

認証・登録証
所　在　地　 ： 石川県河北郡津幡町太田ア３－２
活動　　　　 ： 金型治具製作、プレス板金加工、筐体・カバー・機能部品の製造・組立

38

2023年3月10日

33,021

2310
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　Ⅳ　事業・製品の紹介
○ 設備　プレス工程と奥の曲げ工程

○ 加工製品（展示）
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　Ⅴ　環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営方針の策定・見直し

2020年7月10日

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境経営組織図

平31年3月22日書換

環境委員会(統括責任者)
（班長会メンバー）

部門長
営業部 製造部 管理部

営業部
グリーン調達実施管理者

車両管理責任者
小林 芳博

製造部
品質管理責任者
電気管理責任者

小林 一博

管理部
廃棄物管理責任者

環境事務局　
小林 とも子

環境管理責任者
専務取締役　大多 宏和

（製品含有化学物質責任者）

代表者(統括責任者)
社長　小林 輝與彦
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　Ⅵ　主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※1 二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

　Ⅶ　環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

環境経営基準年は、2021年とします。
2019年末より、新型コロナウイルスが発生しその間色々と変異し終息する事なく今日に至っています。
新型コロナウイルスの感染症法上の分類を「5類」に引き下げる動きがあります。
電力による二酸化炭素削減は、基準年の2021年の158,914㎏-CO2を下回りましたが、2022年の目標値157,324㎏-CO2で
実績値は157,763㎏-CO2となり目標値を上回りました。
自動車燃料による二酸化炭素削減は、基準年の2021年の30,497を下回りましたが、2022年の目標値30,192㎏-CO2で
実績値は30,464㎏-CO2となり目標値を上回りました。
液化石油ガス（LPG）は、空調機の故障で2022年は使用が無くなり、温水器等のみの使用と成り基準値を下回りました。
一般廃棄物の削減の実績値は、目標値を下回りました。
産業廃棄物の削減の実績値は、目標値を下回りました。
水使用量の削減の実績値は、目標値よりも上回りました。

環境に配慮した生産活動
ポスター掲示による自己啓発。また、不良発生の低減に努め、資源、時間、電力、労力等のムダを
排除する事に努めます。

例年掲げている、品目の拡大を目指し、また、客先から使用する物品の含有される物質の調査報告
を行っています。

グリーン購入の推進

-1.0%
539

水使用量の削減
㎥ 556 550 572 545

基準年度比 -1.0% 2.8% -1.0%

産業廃棄物の削減
kg 92,154 91,232 80,748 90,311 89,389

基準年度比 -1.0% -14.1% -1.0% -1.0%

1,069
一般廃棄物の削減

kg 1,102 1,091 945 1,080
基準年度比 -1.0% -16.6% -1.0% -1.0%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 189,940 188,040 188,386 186,141 184,242
基準年度比 -1.0% -232.7% -1.0%

液化石油ガス（LPG）に
よる二酸化炭素削減

kg-CO2 529 524 159 519 513
-1.0%

154,146
基準値（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

29,582自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 30,497 30,192 30,464 29,887
基準年度比 -1.0% -0.1% -1.0% -1.0%

2023年 2024年

基準年度比 -1.0% 0.7%

総排水量 442 556 572

0.469

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 158,914 157,324 157,763

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年 評
価

-1.0% -1.0%
155,735

二酸化炭素総排出量(※1) 177,619 189,940 188,386

　産業廃棄物排出量 68.1 92.2 80.7

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 1.6 1.1 0.9

項　目 2020年 2021年 2022年
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　Ⅷ　環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

実績値

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

実績値

2021年

2022年

13,638 15,733 16,234 13,187 10,234

数値目標 △
・輸送の効率化：順路の指示、車載車の選定 ○
・アイドリングストップの意識付け △
・エコドライブに取組（急発進急停車防止） ○
・タイヤ空気圧を定期的にチェックし燃費の向上に努める △

9,915

10月 11月 12月
2,630 2,858 2,882

13,521 16,203 15,506 14,148 10,751 8,693

3月 ４月 5月
2,657 1,928 2,388 2,778 1,987

達成状況

2,025 2,499 2,244

取組結果とその評価 担当責
任責ガソリンの二酸化炭素排出係数は「2.32」で、軽油の排出係数は「2.58」として

います。基準年（2021年）の㎏-CO2排出量は「30,497」で、本年（2022年）の
㎏-CO2排出量の目標値は「30,192」となり、本年の㎏-CO2排出量の実績値では
「30,464」と成りました。本年目標値からの削減率は0.9％の増加となり数値目標
は不可となりました。リッターでは基準年（2021年）は12,423Lで、本年（2022
年）では12,371Lで若干下回りました。ガソリン軽油ともロシアのウクライナ侵攻
により価格が高水準と成っており苦慮されます。

営
業
部
長

6月 7月 8月 9月
2,450 2,984 2,432 2,524

11,557 15,288 14,365 11,428 11,681 12,02814,802 16,296 15,046 14,906 11,287 10,229
7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 ４月 5月 6月

○
・昼休み、不在時は必要以外の消灯を徹底する ○

担当責
任者

製
造
部
長

達成状況
数値目標 △

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・不要照明の消灯 ○
・OA機器等のスイッチはこまめに切る

2,887

1月 2月

二酸化炭素排出係数は「0.469」としています。基準年（2021年）の㎏-
CO2排出量は「158,914」で有り、本年（2022年）の㎏-CO2排出目標値
は「157,324」となり、㎏-CO2排出実績値が「157,763」で削減率は
0.3％増加し、数値目標は不可となりました。電気料金の費用実績では、
2022年の9,158,472円と　2021年の7,917,402円の差を見ると、
1,241,070円増加しました。2023年4月から電気料金の値上げが、約24
～25％程度が見込まれ苦慮されます。

取組結果とその評価

3,071 2,927 2,486 2,587 2,329 2,670 2,635 2,104

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1月 2月 3月 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

電力(kWh) 2021年
2022年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

1月 2月 3月 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

自動車燃料 (L) 2021年
2022年
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液化石油ガス（LPG）二酸化炭素削減

実績値

2021年

2022年

昨年（2021年）3月初旬に事務所の空調機が故障し、電力による空調機に入れ替えました。
上記の事由により本年も継続と成り減少しました。

一般廃棄物の削減

一般廃棄物の記録記入帳

実績値

2021年

2022年

一般廃棄物（特別管理）
数値目標 一般廃棄物（特別管理）に於いてパソコン、CRT、その他（木く

ず等）を北商事廃棄を依頼し、マニフェストと請求書が12月に届
き支払を行いました。重量は310Kg、支払金額は7万円と成りまし
た

環境
事務
局

この項目は数値目標などの設定はしていない

83 69 83 6780 101 83 77

12月
96 98 150

達成状況 取組結果とその評価 担当責
任者

91 76 67
92 79

6月 7月 8月 9月
92 105

10月 11月

72

達成状況

○

1月 2月 3月 ４月 5月

数値目標 〇
・軍手等は洗濯ﾘｻｲｸﾙし新規購入を減らす ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・梱包材の再利用 ○
・分別の徹底

131 67 77 64 54

7 11 13

1月

22 27 22 20 10 10 6

12月
173 202 44 21 15 15 11

7 5
5 5

7月 8月 9月 10月6月2月 3月 ４月 5月

数値目標 〇
・空調の温度、暖房20℃、冷房28℃にする。 ○
・温水温度の適正化 ○

・
・

19128

液化石油ガス（LPG）の二酸化炭素排出係数は「3.00」としています。基
準年（2021年）の 529.20kg-CO2から、本年（2022年）の目標値は
523.91kg-CO2となり、本年実績では159.00kg-CO2と成りました。本
年目標値からの削減率は69.7％の削減となり目標より大きく差異が生じ
ました、前年の事務所の液化石油ガス（LPG）による空調機が2021年3月
初旬に故障し、電力による空調機に入替えました。本年の液化石油ガス
（LPG）による利用は食堂、事務所流し台、工場の手洗い場（洗面所）、
更衣室の洗面所のみの使用と成りました。

製
造
部
長

11月

取組結果とその評価
基準年（2021年）の1,102kgから、本年（2022年）の目標値は
1,091kgとなり、本年実績は945kgとなりました。 本年目標値か
らの削減率は、13.4％の削減となり数値目標は可と成りました。

担当責
任者

環境
事務
局

取組結果とその評価 担当責
任者

達成状況

0

50

100

150

200

1月 2月 3月 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

一般廃棄物（kg） 2021年
2022年
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液化石油ガス（LPG)（㎥） 2021年
2022年
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産業廃棄物の削減

実績値

2021年

2022年

水使用量の削減

実績値

2021年

2022年
9289 97 88

88 9484 84 85
101 89
137

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 ４月 5月 6月

6,870 9,990

・工業用水は循環槽により冷却を行う ○

4,810 2,150

達成状況
数値目標 △

・他の蛇口も漏水をこまめに確認をする ○
・自動水栓取り付け ○

7,830 8,050 4,580 7,990 6,300 12,320 4,720 5,138
11,770 7,980 8,020 8,510 5,010 8,784 4,800 5,970

12月6月 7月 8月 9月 10月 11月
5,470 10,570 8,0007,270

1月 2月 3月 ４月 5月

数値目標 〇
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別ボックスの設置 ○

達成状況

担当責
任者

環境
事務
局

取組結果とその評価

取組結果とその評価
基準年（2021年）の556㎥から、本年（2022年）の目標値は550
㎥となり、本年実績では572㎥となりました。本年目標値の削減率
は3.9％の増加となり数値目標では不可と成りました。工業用水は
会社敷地内に工業用水の水槽を設置し、作業現場に循環していま
す。

基準年（2021年）の92,154kgから、本年（2022年）の目標値は
91,232kgとなり、本年実績では80,748kgとなりました。本年目
標値の削減率は11.5％となり数値目標では可と成りました。

責任者

製造
部長
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環境に配慮した生産活動

　月次の目標で掲げている 不良発生状況の提示板 不良発生時の流れを明示
□次年度（2022年度）の取り組み内容

　Ⅸ　次年度（2023年度）の取組内容
2023年度の取組目標を達成する為の、2022年度の取組内容を継続する

　Ⅹ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物及び産業廃棄物
プレス加工機、サンダー研磨機、空気圧縮機
プレス加工機、空気圧縮機
サンダー研磨機、溶接機

溶接ヒューム（マンガン） 溶接機
 chemSHERPA（＊） 顧客要求事項　　RoHS　REACH　PFOS　SDS
(＊) chemSHERPAは、RoHS、REACH、PFOS、SDSは、AISツールから2018年6月29日に移行され管理している。
〇環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
　なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。
〇大和環境分析センターで、令和4年4月1日に「空気中の溶接ヒューム濃度の測定」を実施した。
　上記項目により、令和4年10月24日に「溶接ヒューム」の健康診断を独法地域医療機能推進機構金沢病院で
　実施した。

　Ⅺ　外部からの環境上の苦情・要請等
〇外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

騒音規制法
振動規制法
じん肺法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法

達成状況
・ポスター掲示による自己啓発 ○
・不良発生状況の提示 ○
・不良発生時の流れを明示 ○

毎月の安全衛生管理計画とポスターを掲示しています、また、不
良発生状況を表示し、社員に啓発をして居ます。

責任者

環境
事務
局

取組結果とその評価
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　Ⅻ　緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：
■実施日： ■実施場所：
■参加者： 社員全員 ■実施内容：洗浄液の給油中に液漏れが発生、洗浄液

（コロナ対策で３班に分け実施） 　　（NSクリーン）ドラム缶及び給水ポンプ、
　　給水シートの設置場所等を確認

■評価： 環境上の緊急事態の訓練で給油中の動作の説明と液漏れ発生の給水シートの設置場所を指示確認した
緊急事態の想定
①　洗浄液の入ったドラム缶の配置場所
②　送水ポンプと油槽の間隔
③　①、②の状態による液漏れを説明
④　吸水マットの設置場所を説明
⑤　使用後のマット類の処理方法を説明

■勉強会
2021年 環境経営レポートの内容を説明、並びに、2022年8月までの 品質月報の実績を説明

2022年9月9日 洗浄室
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　XIII　代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

環境経営方針は2019年3月7日に改訂し、今日に至って
います。

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画
　 環境経営の数値目標は、2019年より見直し毎年1％の低減と

としています。
環境活動やセミナー等は参加を実施する様に致します。

◇その他 ◇実施体制他
環境経営組織図及び役割・責任・権限は変更なし

・環境上の問題点等

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023年3月10日

北陸電力によるデマンドサポートでは、最大デマンドが
「233kW」であったが、2022年7月には最大デマンドが
「227kW」と成り、2022年中の実績デマンドは「227kW」
を維持しました。
しかし、電力値上げの申出が有り、基本料金・電力料とも増え
る見込で、新たに見積書の発行で、2023年4月より電力料金が
増えます。

2022年の「環境経営目標及びその実績」で公表した通り以下
の通りと成りました。
〇二酸化炭素排出量合計では目標値「188,040kg-CO2」で、
実績値「188,386kg-CO2」となり346㎏-CO2排出量増えまし
た。
〇一般廃棄物の削減では目標値「1,091㎏」で実績値
「945kg」となり「46kg」減りました。また、一般廃棄物
（特別管理）でパソコン、CRT、その他（木くず等）を北商事
廃棄を依頼しました。
〇産業廃棄物の削減では目標値「91.2ｔ」で実績値「80.7」
となり「10.5ｔ」減りました。
〇水道水の削減では目標値「550㎥」で、実績値「572㎥」と
なり「22㎥」増えました。
〇グリーン購入の推進は例年掲げているように、品目の拡大を
目指し、客先から使用する物品の含有される物質の調査報告を
行っています。
〇環境に配慮した生産活動は、ポスター掲示による自己啓発、
不良発生の低減に努め、資源、時間、電力、労力等のムダを排
除する事に努めます。

大和環境分析センターで、「特定化学物質としての規制
（金属アーク溶接の溶接ヒューム）」の濃度測定を
2023年4月1日実施し、また、10月24日に「溶接ヒュー
ム」の健康診断を独法地域医療機能推進機構金沢病院で
実施しました。

新型コロナウイルスも5類へと国の施策として情報が有ります。また、ロシアによるウクライナ侵攻は世界的な経済の低迷だけ
でなく環境の面でも二酸化炭素排出を抑える世界的な方向性に逆行してます。世界が平穏無事な時を迎える様願いますが、ロシ
アの侵攻が終ってもすぐに現状に復帰するには難しく数年かかる物と考えます。
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　ⅩⅣ　これまでの環境活動の紹介

１、活動記録

日　　程 内容及び対象者
2022年（令和4年） 1月 ・環境管理委員会　工場巡視

2月 ・環境管理委員会　工場巡視

3月 ・環境管理委員会　工場巡視
4/1予定の大和環境分析センター平野さんによる特定化学物質の測定による
説明を3月末に溶接組立班のメンバーが受ける

4月 ・環境管理委員会　工場巡視
4/1 大和環境分析センターによる、特定化学物質（溶接ヒューム）の測定実施
4/19に測定報告書を頂く

5月 ・環境管理委員会　工場巡視

6月 ・環境管理委員会　工場巡視

7月 ・環境管理委員会　工場巡視

8月 ・環境管理委員会　工場巡視

9月 ・環境管理委員会　工場巡視
　EA21活動　9/9 雨天により、勉強会・緊急事態の訓練を実施

○EA21勉強会（2021年環境レポートの内容説明）
○勉強会（品質月報 前年及び、近況の実績報告）
○緊急事態の訓練（洗浄液の給油中に液漏れを想定）

　EA21活動　雨天により9/22公道清掃・校内清掃を実施
○公道清掃（可燃・不燃・金属に分別）
○構内清掃（雑草・側溝の泥上げ等）

10月 ・環境管理委員会　工場巡視

11月 ・環境管理委員会　工場巡視

12月 ・環境管理委員会　工場巡視
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2、記録（写真等）

・EA21活動集合写真 ・公道清掃

・構内清掃（雑草除去）
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